
当社太陽光発電用パワーコンディショナ

出力制御システムのご案内
2015年3月4日の経済産業省主催 系統ワーキンググループにて，出力制御システムに必要なパワーコンディショナの仕様が公表さ
れました。当社のパワーコンディショナは出力制御ユニット（SANUPS PV Monitorまたはモバイル通信パック）を使用することで，
出力制御システムを構成することができます。

P61Bをご使用の場合

パワーコンディショナ
型名
・P61B552SJCA201  
・P61B552SJCA001 
・P61B552SJCA011 
・P61B502SJCA001

LCDパネル
型名
P61B-LCDA02C
（TYPE ⅢC）

モバイル通信パック
型名
・PV-MBLP001 
・PV-MBLPKC（販売終了）

または

PV Monitor
型名
・PVMBC21
・PVMBC11（販売終了）

P73，P83シリーズをご使用の場合

パワーコンディショナ
型名
・P73H103SJC
・P73H103SFC
・P73J992RJC
・P73J992RFC
・P73J992RJM
・P73J103RJC
・P73J103RFC
・P73J103RJM
・P73K103S
・P73K103P
・P73L103S
・P73L103P
・P83E104RFC
・P83E104SFC 

モバイル通信パック
型名
・PV-MBLP001 
・PV-MBLPKC（販売終了）

または

PV Monitor
型名
・PVMBC21
・PVMBC11（販売終了）

LCDパネルは
不要

対象機器型名に記載されていても設定変更やソフト変更が必要な場合があります。
また，ここに記載されていない機器につきましてはご購入先へお問い合わせください。

出力制御に必要な構成1



出力制御ユニットを決める ※組合せは下の表へ2

監視サービスを決めましょう。

システム情報管理サービス

電力の「見える化」サービス

・システムの運転状況を監視したい
・発電状況の表示と発電量のデータ収集をしたい

発電状況の表示と発電量のデータ収集だけしたい

遠隔監視
装置

状態監視
サービス

お客様による
インターネット
プロバイダ契約

別途
準備が

必要なもの
スケジュール

更新
遠隔
監視

警報
通知
メール

備考

モバイル
通信パック

PV-
MBLP001

SANUPS NET
システム情報管理
サービス

不要 ー 自動 ○ ○ 遠隔監視による早期異常発見はもちろん，プロバイダー契約やモバ
イル通信パックの設定が不要な，安心・簡単プランです。

SANUPS NET
見える化サービス 不要 ー 自動

△
発電
状況
のみ

×
発電状況が確認できるプラン。故障等による出力停止の監視機能が
ないため，異常発見の遅れによる停止期間の長期化で，売電収入に
影響が出る可能性があります。プロバイダー契約やモバイル通信
パックの設定は不要で，簡単に運用開始できます。

PV Monitor

PVMBC21

SANUPS NET
システム情報管理
サービス

要 ルータ 自動 ○ ○
遠隔監視による早期異常発見ができる安心プラン。プロバイダー契
約はユーザ様（施工店様）にてご対応。PV Monitorの設定は，お客
さま側でしていただく必要があります。

SANUPS NET
見える化サービス 要 ルータ 自動

△
発電
状況
のみ

×

発電状況が確認できるプラン。故障等による出力停止の監視機能が
ないため，異常発見の遅れによる停止期間の長期化により，売電収
入に影響が出る可能性があります。また，プロバイダー契約はユー
ザ様（施工店様）にてご対応。PV Monitorの設定は，お客様側でし
ていただく必要があります。

× 要 ルータ 自動 × × 出力制御のみ。プロバイダー契約はユーザ様（施工店様）にてご対
応。PV Monitorの設定は，お客様側でしていただく必要があります。

× × ー

手動
（1回/年）
※固定スケ

ジュールという
方式

× ×

電力会社で想定している最大の抑制量。「更新スケジュール」を受
信される事業者さまと比較し，発電の機会損失が多くなる可能性あ
ります。PV Monitorの設定は，お客さま側でしていただく必要があ
ります。
※電力会社では，「原則，インターネット環境」とし，山間部など
インターネット環境が整えられない場合の救済処置としています。
場合により，電力会社より拒否される可能性がありますので，事前
に確認してください。

出力制御構成表
山洋電気のご提供製品

出力対象案件には，遠隔監視もお忘れなく!
通信やユニットのトラブルに気をつけないと，出力制御以上に発電停止のおそれがあります。
インターネット通信が途絶えたり，出力制御ユニットやパワコンの通信トラブルがあると，発電出力が停止することがあり，売電停止のおそれがあ
ります。最悪の場合，売電停止状態が続いてしまいます。

遠隔監視があれば，トラブルにすぐ気づけます。

運用方法を決めましょう。

インターネット
環境がある 型名：PVMBC21

モバイル通信パック
型名：PV-MBLP001

NO

YES PV Monitor Type C

※PV Monitor Type Cご使用の場合の注意点
インターネット接続のために以下のLAN設定を行う必要があります。
「IPアドレス」，「サブネットマスク」，「デフォルトゲートウェイ」，「DNSサーバ」

遠隔監視ならシステムの運転状況を監視できる がオススメです。システム情報管理サービス



よくある質問Q＆A
Q A

対応機器をそろえれば出力制御に対応できますか 出力制御システム運用開始時に，パワーコンディショナおよびPV Monitor の当社サービ
ス員による設定変更が必要です。詳細は当社営業にご相談ください。

出力制御機器を購入したい お買い上げ販売店または当社営業部門へお問い合わせください。

現在運用中のものが対応していますか
１枚目の型名に現在お使いの機器型名の記載がない場合は，ご購入先または当社営業部門
へお問い合わせください。その際，対応可否を判断するため型名と製造番号もお伝えくだ
さい。

他社の出力制御ユニットを使用できますか 他社の出力制御ユニットは使用できません。

他社の監視装置と併用ができますか 現在他社の監視装置をご使用の場合，RS-485で通信をしていない場合は併用が可能です。

現在使用している監視装置のルータを使用して出
力制御に対応することはできますか 現在使用している監視装置メーカへお問合せください。

SANUPS NETにはどんな費用が含まれますか
PV Monitorをご使用の場合は，10年分のクラウドサーバ利用料が含まれます。
モバイル通信パックをご使用の場合は，10年分のクラウドサーバ利用料とデータ通信費が
利用料含まれます。

固定スケジュールで運用したい場合は？
年に1回以上当社サービス員による現地スケジュール書換え作業が必要です。
また電力会社では，「原則，インターネット環境」とし，山間部などインターネット環境
が整えられない場合の救済処置としています。場合により，電力会社より拒否される可能
性がありますので，事前に確認してください。

固定スケジュールのリスクは？
電力会社で想定している最大の抑制量が設定されます。「更新スケジュール」を受信され
る事業者さまと比較すると，最新の気象情報を反映することができず，発電電力量が大幅
に少なくなる可能性が高い等のリスクがあります。発電の機会損失が多くなる可能性があ
りますので，あらかじめご了承ください。

SANUPS NETの利用環境について

ご利用には，PV Monitor からインターネット回線を通じて，当社クラウドサーバ上の
メールサーバとのメールの送受信ができる環境をご準備いただく必要があります。上記環
境がない場合，プロバイダとのインターネット契約をしていただく必要があります。接続
環境につきましては，ご使用になる環境のネットワーク管理者にご確認ください。
本サービスが利用できるのは，当社の太陽光発電用パワーコンディショナ「SANUPS P」
シリーズが設置してある場合のみです。既存の太陽光発電システムにも導入できますので，
ご購入先または当社までご相談ください。

電力の「見える化」サービスとシステム情報管理
サービスは何が違いますか

システム情報管理サービスは，システムの運転状況の監視と発電状況の確認ができます。
万が一のトラブルの場合，早期発見が期待できます。
電力の「見える化」サービスは，発電状況の確認をおこないたい方向けです。

通信が途絶えるとどうなりますか

通信線の断線や出力制御ユニットの故障の場合
パワーコンディショナは出力制御ユニットとの通信が途絶した場合は，5分以内に出力を
停止します。
インターネット回線やルータの異常の場合
出力制御ユニット内に，過去に取得した期限が有効な更新スケジュールが残っている場合，
本体内に残っている更新スケジュールの制御率に従ってPCS に制御指令を行います。
有効な更新スケジュールが無い場合
固定スケジュールが取得されていれば，固定スケジュールに従った制御を行います。更新
スケジュールも固定スケジュールも有効なものが無い場合，スケジュールが無くなってか
ら，5 分間経過するとPCS が自動的に停止します。
上記の動作は，太陽光発電協会・日本電機工業会・電気事業連合会による「出力制御機能
付ＰＣＳの技術仕様」によります。

PV Monitorもモバイル通信パックも本体の設定
は不要ですか

PV Monitorはお客さま自身で初期設定をしていただく必要があります。
また，出力制御システム運用開始時に，パワーコンディショナおよびPV Monitor の当社
サービス員による設定変更が必要です。

サービス対象機器に単相のP61Bと，三相のP73，
またはP83シリーズ等がある場合，混在はできま
すか

単相と三相の混在はできません。P73シリーズとP83シリーズの混在は可能です。

PV Monitorに接続できるパワーコンディショナ
の台数は何台ですか？

P61Bの場合は10台，他のP73，またはP83シリーズ等の場合は27台です。
ただし，１つの発電所に対し１つの出力制御ユニットが必要です。



出力制御に関する手続きや契約内容のご確認については，
所轄の電力会社様へお問合せ願います。

出力制御機能付PCS(仕様確認依頼書)の出力制御機能付PCS
【メーカー名・型式】記載例

(PCS)山洋電気製：P61B502SJCA001
(出力制御ユニット)山洋電気製：PV-MBLP001

Rev. E’20.12

例）P61B502SJCA001とPV-MBLP001をご使用いただく場合

設置済みのパワーコンディショナに出力制御システムを導入に関する
お問い合わせはパワーコンディショナの銘板をご確認いただき型名と製造番号の両
方を明記の上，ご購入先にお問合せください。
ご購入先がわからない場合には同様に型名と製造番号の両方を明記の上，
「cs@sanyodenki.com」にお問合せください。
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